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グ
ラ
ン
ト
・
ワ
ッ
カ
ー
［
著
］
／
相
川
裕
亮
、
田
中
稔
十
［
訳
］

「
福
音
派
」
の
巨
星
の
実
像
に
迫
る
力
作

ス
タ
ジ
ア
ム
で
大
群
衆
に
獅
子
吼
す
る
大
衆
説
教
者
。

東
西
冷
戦
期
に
歴
代
大
統
領
に
影
響
を
与
え
た
祭
司
的
預
言
者
。

だ
が
そ
の
実
像
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
魂
に
向
き
合
お
う
と
し
た
伝
道
者
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
人
間
は
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
複
雑
な
素
顔
に
グ
ラ
ハ
ム
研
究
の
第
一
人
者
が
迫
り
、

臨
場
感
溢
れ
る
筆
致
で
綴
っ
た
最
新
評
伝
。

「
彼
は
、
世
界
中
の
何
百
万
人
も
の
人
び
と
に
、
霊
的
な
も
の
の
重
要
性
を

伝
え
た
偉
大
な
人
物
だ
っ
た
。
た
だ
一
方
で
、
グ
ラ
ハ
ム
は
他
の
す
べ
て
の

偉
大
な
人
物
と
同
じ
く
、
性
格
に
難
が
あ
り
、
重
大
な
過
ち
も
犯
し
て
き
た
。

私
は
も
ち
ろ
ん
、
長
所
が
短

所
を
上
回
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
複
雑

さ
を
見
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
は
彼
の
生
涯
か
ら
、
現

代
世
界
に
お
け
る
信
仰
の
複
雑

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。」（
本
書
よ
り
）

3
月
25
日
発
売

著者：グラント・ワッカー（Grant Wacker）
1945 年生まれ。ハーバード大学で博士号を
取得。ノースカロライナ大学チャペルヒル
校を経て、デューク大学神学大学院のギル
バート・T・ロウ名誉教授。著書に Heaven 
Below: Early Pentecostals and American 
Culture や America’s Pastor: Billy Graham 
and the Shaping of a Nation がある。

訳者：相川裕亮（あいかわ・ゆうすけ）
1988 年生まれ。慶應義塾大学、同大学院で
学ぶ。博士（法学）。金城学院大学国際情報
学部准教授。著書に『ビリー・グラハムと「神
の下の国家」アメリカ』がある。

訳者：田中稔十（たなか・なりと）
1995 年生まれ。慶應義塾大学大学院助教。
専門は西欧中世の政治思想。 



3 月の新刊

帝
国
の
神
道
と
キ
リ
ス
ト
教

近
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
者
に
お
け
る
神
道
理
解
と
社
会
思
想

洪
伊
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著
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価
７
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明
治
期
の
代
表
的
な
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
っ
た
海

老
名
弾
正
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
日
本
の
国
体
に

寄
与
し
う
る
こ
と
を
弁
証
す
る
た
め
、
神
道
に

独
特
な
神
学
的
解
釈
を
施
し
、
キ
リ
ス
ト
教
と

の
結
合
を
試
み
た
。
そ
の
神
道
観
は
、
帝
国
主

義
時
代
に
突
入
し
た
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の

社
会
思
想
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
本
書

は
、
海
老
名
の
神
道
観
と
そ
の
影
響
を
丹
念
に
辿
っ
た
思
想
史
研
究
の
労
作
で
あ

る
と
共
に
、
神
道
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
結
ぶ
べ
き
か
に
つ
い
て
現
代
の
キ
リ
ス

ト
者
に
も
決
断
を
迫
る
問
題
提
起
の
書
で
も
あ
る
。

著
者
ほ
ん
・
い
ぴ
ょ
氏
は
１
９
７
６
年
韓
国
江
原
道
生
ま
れ
。
延
世
大
学
校
神
学
部
及
び
法

学
部
卒
業
後
、
同
大
学
院
で
神
学
修
士
及
び
神
学
博
士
学
位
を
取
得
。
渡
日
し
、
京
都
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
思
想
文
化
学
専
攻
キ
リ
ス
ト
教
学
専
修
）
で
文
学
修
士
及
び
文

学
博
士
学
位
を
取
得
。
京
都
大
学
な
ど
の
非
常
勤
講
師
を
経
て
、
山
梨
英
和
大
学
人
間
文

化
学
部
の
准
教
授
及
び
宗
教
主
任
と
し
て
務
め
た
。
基
督
教
大
韓
監
理
会
（
Ｋ
Ｍ
Ｃ
）
か

ら
牧
師
按
手
を
受
け
た
後
、
宣
教
師
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
兵
庫
教
区

甲
陽
園
教
会
、
同
教
団
京
都
教
区
丹
後
宮
津
教
会
で
牧
会
活
動
を
し
た
。
主
に
日
韓
の
キ

リ
ス
ト
教
関
係
史
、
宗
教
思
想
史
な
ど
を
研
究
し
て
い
る
。

3
月
25
日
発
売
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目
次
よ
り
】

《
第
１
部
》
近
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
者
に
お
け
る
神
道
理

解

第
１
章　

松
山
高
吉
な
ど
の
「
神
論
」
的
な
神
道
理
解

第
２
章　

海
老
名
の
「
ロ
ゴ
ス
・
キ
リ
ス
ト
論
」
的
な
神

道
理
解

第
３
章　

海
老
名
の
「
帝
国
神
道
的
」
キ
リ
ス
ト
教
と

弟
子
た
ち
の
「
三
位
一体
論
」
的
な
神
道
理

解

《
第
２
部
》
海
老
名
弾
正
と
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
世
代
の

社
会
思
想

第
４
章　

海
老
名
と
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
世
代
の
神
道

理
解
及
び
社
会
思
想
の
形
成

第
５
章　

海
老
名
と
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
世
代
の
「
帝

国
」
及
び
「
植
民
地
（
民
）」
理
解

第
６
章　

海
老
名
と
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
世
代
の
「
神

の
国
」
及
び
「
社
会
主
義
」
理
解
「
帝
国
」

と
「
植
民
地
（
民
）」
理
解



● 2 月に出た本と雑誌

4 月以降の出版予定

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
他
者
性
・

和
解
の
神
学

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

キ
リ
ス
ト
教

排
斥
と
抱
擁

ミ
ロ
ス
ラ
フ
・
ヴ
ォ
ル
フ 

著
／
彦
田
理
矢
子 

訳

異
質
な
者
を
憎
み
排
斥
す
る
者
を
、
私

は
愛
し
抱
擁
で
き
る
の
か
。
暴
力
が
猛

威
を
振
る
う
世
界
の
中
で
罪
と
赦
し
の

問
題
を
徹
底
的
に
考
え
る
。
凄
惨
な

ユ
ー
ゴ
内
戦
を
経
験
し
た
著
者
の
霊
的

旅
路
の
記
録
で
も
あ
る
。
待
望
の
邦
訳
。

�
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聖
書
翻
訳
と
宣
教

吉
田
新
著　

日
本
語
訳
聖
書
関
連
資
料
の
研
究

口
語
体
か
ら
文
語
体
、
そ
し
て
再
び
口

語
体
へ
の
変
遷
に
注
目
し
、
膨
大
な
資

料
に
基
づ
い
て
先
人
の
労
苦
を
辿
り
な

が
ら
、
狭
義
の
言
語
論
を
超
え
た
宣
教

論
の
観
点
か
ら
新
た
な
翻
訳
論
を
切
り

拓
く
。�
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号
　
特
集
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と
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―
―
政
治
神
学
の
可
能
性

特
集
寄
稿
：
加
藤
喜
之
、
岡
野
彩
子
、
伊
藤
孟
、
森
島
豊
、
三
野
和
惠
、

洪
伊
杓

時
評 

第
二
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
の
大
学
弾
圧
と
キ
リ
ス
ト
教
（
木

村
智
）
／
連
載 

富
田
正
樹
、
長
尾
優
、
戒
能
信
生
、
福
嶋
揚
、
陶

山
義
雄
、
田
島
卓
、
山
﨑
ラ
ン
サ
ム
和
彦

梅
津
順
一
著

蘇
峰
・
諭
吉
・
鑑
三

日
本
を
近
代
国
家
と
し
て
形
成
す
る
た
め
の
思
想
基
盤
を
追
求
し
た
福
沢
諭
吉
、

内
村
鑑
三
、
徳
富
蘇
峰
。「
平
民
主
義
」
を
掲
げ
て
論
壇
デ
ビ
ュ
ー
し
た
蘇
峰
は
、

列
強
が
角
逐
す
る
帝
国
主
義
的
状
況
を
前
に
「
力
の
福
音
」
に
転
向
し
、
晩
年
は

「
大
東
亜
戦
争
」
を
鼓
舞
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
長
い
思
想
の
ド
ラ
マ
を
丹
念
に
辿

っ
た
講
演
・
論
考
集
。�

四
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・
予
価
３
９
０
０
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ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
著
／
伊
藤
慶
郎
訳

シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
　
生
涯
と
思
想
［
仮
題
］

シ
ュラ
イ
ア
マハ
ー
は
、
近
代
に
お
い
て
最
も
重
要
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
で
あ

る
。
神
学
の
み
な
ら
ず
哲
学
で
、
ま
た
プ
ラ
ト
ン
の
翻
訳
者
と
し
て
卓
越
し
た
業

績
を
残
し
た
。
本
書
は
、
シ
ュラ
イ
ア
マハ
ー
全
集
の
編
集
責
任
者
だ
っ
た
著
者
が
、

最
新
の
研
究
動
向
に
基
づ
き
、
伝
記
上
の
重
要
な
出
来
事
や
作
品
の
概
観
に
加
え
、

彼
の
哲
学
・
神
学
作
品
全
体
の
解
釈
を
提
供
す
る
。�
四
六
判
・
予
価
３
５
０
０
円

ヴ
ォ
ル
フ
ハ
ル
ト
・
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
著
／
佐
々
木
勝
彦 
訳

組
織
神
学  

第
二
巻

邦
訳
全
三
巻
が
つい
に
完
結
。
こ
の
第
二
巻
で
は
、
創
造
論
、
終
末
論
、
人
間
学
、

キ
リ
ス
ト
論
、
和
解
論
が
独
特
無
比
な
仕
方
で
展
開
さ
れ
、
20
世
紀
の
後
半
に
お

け
る
最
大
の
組
織
神
学
的
収
穫
で
あ
る
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
体
系
の
、
中
核
と
全
貌
が

こ
こ
に
明
ら
か
と
な
る
。�

Ａ
５
判
・
予
価
９
０
０
０
円
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料
共
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０
円
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フ
ィ
ー
ル
ド
で
思
考
す
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―
―
教
会
で
、
日
本
で
、
世
界
で

新教出版社から

出
版
部
か
ら

三
月
の
新
刊
『
帝
国
の
神
道
と
キ
リ
ス
ト
教
』（
洪

伊
杓
著
）
と
、
四
月
の
新
刊
『
蘇
峰
・
諭
吉
・
鑑
三
』

（
梅
津
順
一
）
は
、
日
本
が
近
代
国
家
に
離
陸
し

て
い
っ
た
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

前
者
の
主
人
公
は
組
合
教
会
の
大
立
者
だ
っ
た
海

老
名
弾
正
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
が
日
本
の
国
家
体

制
と
対
立
し
な
い
こ
と
を
弁
証
す
る
た
め
に
神
道

と
キ
リ
ス
ト
教
の
融
合
を
試
み
ま
し
た
。
後
者
の

主
人
公
で
あ
る
徳
富
蘇
峰
は
平
民
主
義
を
掲
げ
て

論
壇
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
が
、
や
が
て
「
力
の
福

音
」
に
転
向
し
、
晩
年
は
「
大
東
亜
戦
争
」
を
鼓

舞
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
二
人
が
生
き
た
の
は
、

列
強
が
角
逐
す
る
帝
国
主
義
の
時
代
で
す
。
ま
さ

に
軍
事
力
が
物
を
言
う
闘
争
場
裡
の
世
界
で
し

た
。
二
一
世
紀
の
今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ガ
ザ
、
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
、
イ
ラ
ン
で
軍
事
大
国
の
振
る
舞
い
を

見
る
と
、
世
界
を
覆
う
も
の
は
依
然
と
し
て
、
あ

の
二
人
が
見
た
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
力
の
論
理
で

す
。
私
た
ち
が
「
力
の
福
音
」
の
誘
惑
に
抗
し
て

踏
み
と
ど
ま
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
。
あ
る
神
父
は
こ
う
言
い
ま
し
た
。「
私
た
ち
は
、

非
暴
力
の
イ
エ
ス
が
生
き
方
、
愛
し
方
、
祈
り
方
、

仕
え
方
、
…
…
不
正
義
に
抗
す
る
仕
方
、
平
和
の

作
り
方
、
赦
し
方
、
苦
し
み
方
、
そ
し
て
死
に
方

を
、
新
た
に
教
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
再
発
見
し

ま
す
」（
ジ
ョ
ン
・
デ
ィ
ア
著
『
イ
エ
ス
の
道
』）。

�

（
小
林
）

販
売
部
か
ら

ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
は
パ
ウ
ロ
の
真
骨
頂
で
あ
り
、

最
初
の
「
組
織
神
学
」
の
書
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
神
の
義
の
啓
示
」、
神
の
義
と
は
信

仰
に
よ
る
義
と
私
は
理
解
し
て
い
ま
す
。
昨
年
一

二
月
に
小
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
新
し
い
パ
ウ

ロ
』（
Ｎ
・
Ｔ
・
ラ
イ
ト
著
、
前
川
裕
訳
）
は
、
パ

ウ
ロ
の
福
音
理
解
を
新
鮮
な
目
で
読
み
直
し
、
彼

が
宣
教
し
た
内
容
を
再
確
認
す
る
の
に
お
勧
め
で

す
。
特
に
本
書
の
5
章
は
パ
ウ
ロ
の
神
に
関
す
る

理
解
に
関
し
て
著
者
と
共
に
再
考
す
る
箇
所
と
思

わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
「
イ
エ
ス
の
死
が
神
の
愛
で

あ
る
こ
と
を
他
の
ど
こ
よ
り
も
は
っ
き
り
表
し
て

い
る
ロ
ー
マ
書
5
・
6

－

11
の
よ
う
な
言
葉
が
意

味
を
持
つ
の
で
す
。
こ
れ
は
、
唯
一
な
る
神
の
具

体
的
姿
が
ま
さ
に
イ
エ
ス
で
あ
る
と
理
解
す
る
と

き
に
の
み
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」（
167

－

168
頁
）。
次
に
「
パ
ウ
ロ
の
ト
ー
ラ
ー
観
は
明
確
で
、

好
意
的
な
も
の
で
す
。
律
法
が
否
定
的
に
働
い
て

い
る
時
で
す
ら
、
そ
れ
は
神
の
法
で
あ
り
、
聖
く

ま
た
正
し
く
、良
い
も
の
で
あ
り
続
け
ま
す
。（
ロ

マ
7
章
）」（
180
頁
）。
こ
れ
ら
は
パ
ウ
ロ
が
ユ
ダ

ヤ
的
な
唯
一
神
信
仰
を
再
定
義
す
る
方
法
を
検
討

す
る
時
に
明
瞭
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
最
後
に

な
り
ま
す
が
、
特
に
パ
ウ
ロ
が
実
践
し
た
使
徒
的

働
き
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、

本
書
を
通
じ
て
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

�

（
坂
谷
内
）


